




























































5vols., 1843-60）、『ヴェネツィアの石』（The Stones of Venice, 3 vols., 1851-53）、『建築の七灯』（The 
Seven Lamps of Architecture, 1858）といった絵画や建築をめぐる著作によって、美術批評家とし
ての名声を確立していた。これらの著作も論争的な部分が多くあるし、とりわけ『ヴェネツィアの石』
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手紙のほうは礼儀作法について書かれたものであった。
６）B. ダグラス氏（Mr. B. Douglas）宛のこの「チェスターフィールド書簡」は1880年11月12日付のイ




ルの「大衆への蔑視」という側面はたとえば『英雄と英雄崇拝』（On Heroes, Hero-Worship, and 
the Heroic in History, 1841）での「歴史は英雄（的な偉人）によって作られる」というテーゼに伺
える。また『チャーティズム』（Chartism, 1839）では「国民の集団的愚行」（the collective folly of 
the Nation）という語句を用いて民衆の労働運動に批判的な見解を述べている（Carlyle, Chartism, p. 
33）。
８）フィリップ・ドーマー・スタナップ、チェスターフィールド伯（Philip Dormer Stanhope 4th, Earl 
of Chesterfield, 1694-1773）を指す。イギリスの政治家・外交官として広く活躍した。息子に宛てて


































10）「万物の根にして冠たるもの」（the roof and crown of things）はアルフレッド・テニスン（Alfred 
Tennyson, 1809-92）の詩“The Lotos Eaters”（“Choric Song” 2nd stanza）からの引用（Tennyson p. 
55）。







































14）Ruskin, Works, vol. 34, p. 652．この文書の日付は1892年７月となっている。
15）詩人・評論家のアルジャーノン・チャールズ・スウィンバーン（Algernon Charles Swinburne, 

























Wendell Holmes Sr, 1809-94）の1858年の詩“Contentment”（「自足」）の第７連より。その連の全文
はこうなっている。“Of pictures, I should like to own / Titians and Raphaels three or four,— / I 
love so much their style and tone, / One Turner, and no more, / （A landscape,— foreground 
















































18）ここの原文は“he was reduced to making a composition in whitewash with his creditors”となっ
ている。地口を使ってのホイッスラーへの批判的言及で、訳文で十分にそのニュアンスを伝えにくい。




19）Whistler, Art and Art Critics, p. 6.
20）Qtd. in Whistler, Art and Art Critics, p. 13. ここでホイッスラーは「『タイムズ』の彼」（he of the 
Times）と書きながら批評家ラスキンの過失であることを匂わせ、脚注に「『タイムズ』1864年６月
６日号」（Times, June 6, 1864）と日付を記しているのだが、訳者が当該号を見たかぎりでは、「ブ
リティッシュ・インスティトゥーション（1815年にロンドンで創設された民間の展覧会の組織）で
























































23）『バッタ』（The Grasshopper）はフランスでヒットしたアンリ・メイヤック（Henri Meilhac, 1831-






ておかねばならない。Reff, Doga, p. 36を参照。
25）この２つの台詞はホイッスラーの原文では“Il faut vivre,” “Je n’en vois pas la nécessité”とフラン
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方である。See Whistler, Art and Art Critics, pp. 5-12.
27）アントワーヌ・ヴィールツ（Antoine Wiertz, 1806-65）は、19世紀中葉に活躍したベルギーの画家、
彫刻家。以下に言及される油彩画の大作《パトロクロスの亡骸を争うギリシャ軍とトロイア》（Les 






























テ イ ス ト
美眼」が備わっているとみなしている






















に引用されているので、Roy et Decamps, pp. 31-32に依って訳注で前後を補った。
31）モルトケ（Helmuth Karl Bernhard Graf von Moltke, 1800-91）はプロイセンの陸軍元帥。普仏戦争
の際に参謀総長（1858-88）を務めた。クラウゼヴィッツの戦争論の影響を受けて戦略を練った。
32）1879年から80年にかけての冬季にロンドンの美術協会ギャラリー（the Fine Art Society’s Galleries）
にて開催された英国の二人の水彩画家サミュエル・プラウト（Samuel Prout, 1783-1852）とウィリ























































trunk covered with skin retaining the hair）を言う（OED, “hair, n.”）。





























37）これは米国の作家マーク・トウェイン（Mark Twain, 1831-1910）の『ヨーロッパ放浪記』（A 
Tramp Abroad, 1880）の第48章からの引用。このバッサーノの絵をマーク・トウェインはヴェネツィ
アのパラッツォ・ドゥカーレの「十人委員会の間」（Sala del Consiglio del Dieci）にある《教皇ア
レクサンデル三世と総督ツィアーニ（赤髭王フリードリッヒの征服者）》（Pope Alexander III. and 





スク・ルネサンス」の註のなかで「あの哀れな老バッサーノとボニファチョ」（poor old Bassan or 
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